
宮
城
県
（
富
谷
市
・
仙
台
市
）!!

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
・
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
ま
だ
ま
だ
居
座
っ

て
い
ま
す
。

感
染
者
は
世
界
で
四

億
八
千
万
人
を
超
え
、
日
本
は

六
四
〇
万
人
余
、
死
亡
者
は
世

界
で
六
一
〇
万
人
余
、
日
本
で

二
万
八
千
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

世
界
で
三
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
進
行
し
、
富
谷
市
で
も
年
初

か
ら
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
宮
城
県
で
は
二
月
に
は
感

染
者
が
八
百
名
余
と
な
り
、
三
月

に
な
っ
て
も
五
百
名
以
上
の
日
が

続
い
て
お
り
、
死
亡
者
は
連
日
の

よ
う
に
あ
り
ま
す
。
感

染
者
は
小
中
学
生
な
ど

の
若
年
者
か
ら
四
〇
歳

代
に
多
発
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
感
染
防
止
対

策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

次
に
、
ケ
ア
プ
ラ
ザ
富

谷
の
対
策
状
況
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

①
全
員
の
協
力
を
‼

「
感
染
対
策
推
進
委
員
会
」
で

は
、
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
外
出
・

面
会
制
限
の
継
続
、
ま
た
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
段
取
り
を
引
き

続
き
実
施
中
で
す
。
入
居
者･

館
内
全
員
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

②
外
出･
面
会
制
限

③
ワ
ク
チ
ン
情
報

三
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
四

月
六
日
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

六
五
歳
未
満
の
方
が
対
象
で
、

こ
れ
で
入
居
者
の
ほ
ぼ
全
員
が

接
種
済
み
と
な
り
ま
す
。

接
種
場
所
は
、
全
員
が
多
目
的

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

④
通
院
・
退
院
後
の
措
置

通
院
等
で
帰
設
後
、
車
い
す
タ

イ
ヤ
・
手
指
等
の
消
毒
を
行
い

ま
す
。
退
院
後
は
居
室
で

五
日

間
の
待
機
と
な
り
ま
す
。

★
三
月
一
六
日
午
後
一
一
時
半

ば
に
富
谷
市
震
度
五
強
の
地
震
が

あ
り
ま
し
た
。
地
震
発
生
に
際
し

て
い
く
つ
か
の
お
知
ら
せ
が
あ
り

ま
す
。

①
地
震
の
影
響
に
よ
り
、
居
住
棟
を
つ

な
ぐ
建
屋
東
側
連
絡
通
路
の
連
結
部

が
損
傷
し
ま
し
た
。
三
月
か
ら
工
事
が

行
わ
れ
通
行
が
で
き
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。「
通
行
止
め」
の
表
示
が

な
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

②
震
度
5
以
上
の
場
合
は
館
内
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
す
べ
て
が
停
止
し
ま
す
。
異

動
が
困
難
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
居
室

に
戻
る
た
め
、
移
動
が
必
要
な
場
合
は

直
接
口
頭
で
、
ま
た
は
携
帯
な
ど
を
利

③
食
事
は
す
べ
て
居
室
配
膳
と
な
り
、

居
室
内
で
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

④
地
震
の
状
況
に
よ
り
ま
す
が
あ
る

程
度
の
期
間
、
入
浴
が
中
止
さ
れ
ま
す
。

そ
の
代
わ
り
「
清
拭
」
と
い
っ
て
タ
オ
ル

等
で
身
体
を
拭
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

⑤
居
室
の
棚
に
設
置
し
て
あ
っ
た
テ
レ

ビ
が
倒
れ
て
、
壊
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
テ
レ
ビ
等
転
倒
防
止
の
た
め

の
措
置
を
と
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

希
望
者
は
総
務
課
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い

⇛

実
費
数
百
円
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
ベ
ッ
ド
あ
た
り
の
棚
に
は
重
い
物
、

貴
重
な
飾
り
物
を
置
か
な
い
こ
と
で
す
。

落
ち
て
壊
れ
ま
す
し
、
頭
を
直
撃
し
た

ら
、
痛
い
で
す
。

食
堂
《
魚
国
》
・
閉
店

当
施
設
で
二
〇
年
余
食
事
を

提
供
し
て
頂
い
た
《
魚
国
》

様
は
、
令
和
四
年
三
月
末
日
を
も
っ

て
、
閉
店
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

朝
昼
夕
の
三
食
の
他
に
納
涼
祭
・
年

忘
れ
会
・
節
分
祭
・
グ
ル
メ
イ
ベ
ン

ト
・
誕
生
会
な
ど
様
々
な
舞
台
で
お

い
し
い
味
を
届
け
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
東
日
本
大
震
災
の
時
は
ガ
ス
・

水
道
が
な
い
中
で
工
夫
し
て
調
理
さ

れ
ま
し
た
。
手
作
り
ケ
ー
キ
も
ふ
ん

わ
り
し
て
、
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

①
令
四
年
三
月

ひ
な
祭
り
膳

②
令
四
年
一
月

グ
ル
メ
イ
ベ
ン
ト

③
令
三
年
八
月

納
涼
祭
ラ
ン
チ

※
次
頁

東
日
本
大
震
災
時
の

メ
ニ
ュ
ー
紹
介
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お
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す
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給
食
時
間
の
変
更

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
食
堂
の
給

食
会
社
が
《
（
株
）
魚
国
総
本
社
》

か
ら
《
日
清
医
療
食
品
（
株
）
》
に

交
替
し
ま
す
。
な
お
、
食
事
時
間
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
変
更
さ
れ
ま
す

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
食
事
時
間
※
休
日
・
祝
日
も
同
様

朝
食

午
前
七
時
～
午
前
八
時

昼
食

午
前
十
一
時
四
十
五
分
～

午
後
一
時

夕
食

午
後
四
時
四
十
五
分
～

午
後
六
時

▲
食
事
を
止
め
る
場
合

【
食
事
変
更
の
〆
切
時
間
】

朝
食

前
日
の
午
後
四
時
ま
で

昼
食

当
日
の
午
前
十
時
ま
で

夕
食

当
日
の
午
後
三
時
ま
で

⇛⇛

食
事
の
時
間
が
五
分
～
十
分
程
度

遅
く
な
り
ま
す
が
メ
ニ
ュ
ー
見
て

楽
し
み
に
待
ち
ま
し
ょ
う
。

スルイウナロコ

お
知
ら
せ

入
居
者
の
皆
さ
ま
へ
⁉

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

１２

３

特
報

耳
よ
り
ニ
ュ
ー
ス

①
緊
急
入
院
に
際
し
て
、
医
師
に
入
院
安
静

を
診
断
さ
れ
た
場
合
、
医
師
か
ら
退
院
承
諾

が
あ
る
ま
で
そ
の
指
示
に
従
う
こ
と
が
肝
要

で
す
。
診
断
拒
否
・
入
院
拒
否
は
後
々
自
分

に
損
〝
病
気
が
長
引
く
こ
と
〟
に
な
り
ま
す
。

②
健
康
管
理
室
に
歯
科
台
が
設
置

さ
れ
、
そ
こ
で
歯
科
診
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

宝
谷
の
成
便
り

こ
れ
ま
で
の
外
出
・
面
会
は
制

限
継
続
で
す
︒

外
出
の
制
限
は
通
院
・
銀
行
利

用
等
の
場
合
は
事
前
に
介
護
課

に
申
し
出
て
短
時
間
の
介
助
で

き
ま
す
︒

面
会
は
︑
当
分
の
間
︑
﹁
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
﹂
利
用
に
よ
る
﹁
オ
ン
ラ

イ
ン
面
会
﹂
で
す
︒

原
則

用
し
て
、
近
く
に
い
る
職
員
に
話
し
て

み
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
居
室
ま
で
安

全
に
ご
案
内
し
ま
す
。



月 日 行事名

4月 13日 茶話会(抹茶)

11日 新緑を観る会

25日 春のｳｫｰｸﾗﾘｰ

6月 8日 ｶﾗｵｹ茶話会

6日 ｺｰﾋｰｼｮｯﾌﾟ

13日 すいか割り大会

8月 3日 納涼祭

7日 消防訓練

14日 ｶﾗｵｹ茶話会

5日 秋のｳｫｰｸﾗﾘｰ

26日 紅葉を観る会

11月 入居者健康診断

12月 7日 年忘れ会

1月 25日 グルメイベント

1日 節分会

8日 ｼﾞｬﾝｸﾌｰﾄﾞを食べる会

1日 消防訓練

8日 ｶﾗｵｹ茶話会

開催日はすべて水曜日です。

令和４年度　行事予定表

5月

7月

9月

10月

2月

3月

☕
カ
ラ
オ
ケ
大
会

3.9

今
年
度
三
回
目
の
大

会
で
、
得
点
制
に
よ

り
順
位
が
決
め
ら
れ

ま
し
た
。
初
出
場
の

方
が
優
勝
さ
れ
、
静

か
な
優
勝
コ
メ
ン
ト

の
中
に
も
嬉
し
そ
う

な
明
る
い
声
で
し
た
。

審
査
員
の
入
居
者
が

ア
カ
ペ
ラ
で
「
も
ず

が
枯
れ
木
で
」
を
熱

唱
さ
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

避
難
訓
練

3.9

今
年
の
訓
練
は
入
居
者
の
一
人
一
人
に
話

し
か
け
る
方
式
が
と
ら
れ
ま
し
た
。
各
居

室
か
ら
廊
下
を
通
っ
て
避
難
ス
ロ
ー
プ
ま

で
、
避
難
図
を
使
っ
て
説
明
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
の
で
す
。
そ
の
避
難
経
路
図
は

居
室
の
目
立
つ
と
こ
ろ
に
貼
り
ま
し
た
。

小
さ
い
図
で
し
た
が
、
毎
日
目
に
つ
く
場

所
で
す
の
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
思

い
出
し
な
が
ら
で
も
避
難
で
き
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
も
っ
と
も
施
設
で
火
災
発
生
は

平
成
一
二
年
の
開
所
以
来
一
度
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
し
、
今
後
も
絶
無
と
思
わ
れ

ま
す
。
出
火
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

大
震
災
後
の
食
事
《
提
供･

魚
国
》

記
録
さ
れ
て
い
た
食
事
を
紹
介
し
ま
す
。

備
蓄
食
や
提
供
さ
れ
た
食
材
を
バ
ラ
ン

ス
良
く
工
夫
し
て
調
理
し
て
頂
き
ま
し
た
。

デ
ザ
ー
ト
に
は
バ
ナ
ナ
、
パ
ン
も
あ
り
ま
し
た
。

食
事
は
居
室
で
し
た
。

第５０号２頁 ケアプラザ富谷・富谷の風便り 令和４年３月３１日

施
設
の
行
事

２

３

４

５

６

１

平
成
二
三
年
三
月
の
献
立

朝
食

①
三
月
二
四
日

②
三
月
三
一
日

昼
食

③
三
月
二
七
日

④
四
月
二
日

夕
食

⑤
三
月
一
九
日

⑥
三
月
三
〇
日

〝

〟
発
行
五
〇
号

こ
の
広
報
紙
第
一
号
は
平
成
一
八
年
八
月
二
日

に
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
編
集
後
記
に
次
の

編
集
方
針
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
◎
ケ
ア
プ
ラ
富
谷
で
初
め
て
の
情
報
紙
で
す
。

入
居
さ
れ
て
い
る
方
々
の
生
活
の
様
子
や
介
護
を
巡

る
情
報
を
家
族
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
す
る
情
報
提
供

の
場
と
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
」

こ
の
趣
旨
を
受
け
て
、
今
後
も
情
報
を
満
載
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
情
報
・
記
事
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

の

り




